水道法に基づく第三者委託

－　上水道事業への導入に向けて　－

【 概 要 版 】

平成１９年９月
石　狩　市
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１．はじめに

水道事業は、地方公営企業法に基づき独立採算を基本に事業経営を行っており、その経営主体は原則として市町村とする旨、水道法に規定されています。

しかし水道法の改正（平成１４年４月施行）によって、｢第三者への業務委託｣が制度化され、民間事業者の参入が可能となりました。

一方、本市水道事業の経営は、老朽化施設の更新費用や施設整備費用などの増大により、近い将来に水道料金改定が避けられない状況にあります。
また｢石狩市集中改革プラン｣では市職員数の全体削減目標が示されているため、今後上水道施設を運転管理する技術職員の確保が困難と考えられ、技術基盤の確保が大きな課題となっています。
本市としてはこのような厳しい経営環境の中、現状の課題を整理し、第三者委託導入の効果についての検証を行いました。その結果、第三者委託が良質なサービスの提供や、運営基盤強化の方策として有効であることが確認できました。本書は、第三者委託の導入に関する検討経過、有効と判断される理由等について述べたものです。
２．第三者委託制度の概要

第三者委託は、水道事業の「技術的業務」を委託するもので、経営は従来のまま市水道事業者が行います。受託者は、市水道事業者との契約に基づき、水道法上の責任を負います。適正に技術的業務が実施されない場合には、受託者の責任が問われ、罰則の適用も受けます。この点がこれまでの民間委託との大きな違いです。

また第三者委託では、「性能発注」方式を採用します。市は、一定の性能の確保を課しつつ、受託事業者独自の技術力や施設の管理能力を最大限活かした提案を求めることができます。
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３．第三者委託の導入に向けた検討経過
　第三者委託の導入に向けては、現在の水道事業が抱える課題と、その克服に向けての対応策、また第三者委託の業務範囲や懸案事項について検討を重ねました。
以下に主な検討項目の概要を述べます。
	(1)水道事業が抱える課題と第三者委託の導入により期待される効果

	①技術基盤の確保

　今後浄水技術職員の高齢化並びに職員数の不足により、浄配水場の運転管理レベルの維持・向上が非常に厳しい状況となります。

　第三者委託の導入においては、水道法に基づく「受託水道技術管理者」を配置するほか、有資格者・実務経験豊富な職員の配置を受託要件とすることにより、技術基盤を確保することが可能となります。

②水道事業費用の高騰の抑制
第三者委託では、性能発注方式の採用により、受託者の委託業務遂行における自由な裁量のもと、人件費の削減や効率的な浄配水施設運転・電力の使用、薬品の一括調達などによりコスト縮減を期待できます。


	(2)業務範囲

	①委託対象施設

　井戸、導水管、送水管、浄水場、配水場などを対象としています。

②委託対象業務

　水源管理、浄水場等運転管理及び保守点検・維持管理、水質管理（給水末端毎日水質検査業務や配水管の洗管業務など）、薬品貯蔵管理、管理業務（健康診断業務など）を範囲としています。


	(3)第三者委託導入時における懸案事項と対応策

	①業務履行の遵守・監視
　受託者が委託施設の運転管理及び関連委託業務の基本的水準を遵守・確保しているか否かを把握することは、大変重要なことです。そのため委託後は、運転管理業務を熟知した現浄水場職員２名が委託業務の監視にあたります。

②リスク分担

　事故や災害などが発生した場合の責任分担や費用負担ついては、どのリスクを受託者または市水道事業者が負担するか、双方の協議により契約約款で定めます。


	(4)受託事業者の選定

	①応募資格

　受託事業者には、「受託に必要な資格者や実務経験者が確保されていること」や、「緊急支援体制が確保されていること」など６項目の基準を全て満たしていることを求めます。

②入札方式

　第三者委託は、浄配水場等の運転管理や水質管理などの高い技術力を要する委託業務です。したがって価格のみではなく、運転管理等に係る「提案の質」を評価項目に加えた「総合評価一般競争入札」によって入札を実施します。

　入札業者から提出された企画提案書は、学識経験者などで構成する「石狩市浄配水場等運転管理業務受託者選定委員会」において審査・評価されます。同委員会が最優秀企画提案事業者を選定し、市水道事業者はその事業者と契約交渉を行った上で、受託事業者の適否を判断します。


４．まとめ
　以上の検討結果から、第三者委託の導入によって、石狩市上水道事業のサービス向上とコスト縮減が可能と判断されました。

■内容に関する問合せ先■








石狩市役所水道部


業務課総務営業担当 �〒061-3292


石狩市花川北６条１丁目30-2 �Tel：0133-72-3224 Fax：0133-75-2273 　E-Mail:� HYPERLINK "mailto:kyoudou@city.ishikari.hokkaido.jp" �gyoumu@city.ishikari.hokkaido.jp�





■意見の提出先■














石狩市役所企画財政部


協働推進・男女共同参画担当 �〒061-3292


石狩市花川北６条１丁目30-2


Tel：0133-72-3246　Fax：0133-75-2275


E-Mail:� HYPERLINK "mailto:kyoudou@city.ishikari.hokkaido.jp" �kyoudou@city.ishikari.hokkaido.jp�





第三者委託に関する詳しい内容につきましては、


「本編」及び「資料編」にございますので、そちらをご覧ください。














※「本編」及び「資料編」は、市ホームページに掲載されているほか、本庁舎１階情報公開コーナー、２階業務課、各支所総務課でもご覧いただけます。
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